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隊員さん

ありがとう

　

今冬は「三八」並みの豪雪に見舞

われ、1月7日に陸L自衛隊第33普

通科連隊（三重県久居市、本間一佐

隊長）から439人が救援のため派遣

されました。その後も隊員や機械力

が増強され11日には隊員866人とダ

ンプ・ドーザー。バケットをはじめ

運搬車など163台になり、フル活動。

　

市の要請に基づいて市街地の各幹

線道路や国鉄越美北線の除・排雪に

当たり、連日午前7時30分から夕方

まで懸命の作業を続けました。

　

自衛隊の支援は市民に心強い安心

感を与え、悪天候の中、額に汗を流

して働く隊員たちに各町内の婦人会

を中心に、心のこもった湯茶やおに

ぎり●ぜんざいなどをサービスし激

励する姿が見られました。

　

作業は順調に進み20日には予定を

終わったため、21日午前9時に三重

県に向けて当市を出発しました。

12月の人口42．756人（男20，667女22，089）世帯数10，450
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昨年の12月26日から強い寒気団が

南下し、年末の降雪量としては60年

振りの豪雪に見舞われました。積雪

が236訃に達した1月7日には市雪

害対策本部を豪雪対策本部に切り替

えるとともに、自衛隊の派遣を要請。

　

市・市民・自衛隊が一体となって

の雪との闘いになりました。一方、

被害も家屋等の倒壊やガス漏れ事故

床L・床ト浸水、倒木、雪崩などが

相次ぎました。さらに、小・中学校

の3学期の始業式も16日に延期され

たり、市民の頼みの綱である越兆北

線が12月28日から不通になるなど、

市民生活に大きな影響をもたらしま

した。
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▲自衛隊員に湯茶のサービス

　

各町内では婦人会が中心になって湯茶やあまざけ・

おにぎりなどをサービス。隊員が何よりも感激し励み

になったのは、この゛親切lでした。
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新しい町づくりが進んでいる北部

土地区画整理事業区域は、1月24日

から「中荒井町1丁目」「同2丁目」

　

「陽明町1丁目」「同2丁目」「同3丁

目」「同4丁目」「中野町3丁目」の7

つの新町名になりました。

　

また、これと関連して区域外の県

道南六呂師。大野線から南側と、三

番線東側の中荒井地係約10以も、併

せて新町名になりました。

　

市役所では、この区域の住民の戸

籍簿をはじめ住民基本台帳●印鑑登

録・国民健康保険被保険者証などを

新しい町名・番地に変更しました。

　

ただし、勤務先や学校（小・中学

校は除く）への届け出や各種の営業

許可証などの住所変更届は、お手数

ですが各人で行って下さい。これら

の届け出に証明書が必要な場合は、

市役所市民課窓口で発行します。

　

なお、これに伴い新栄町と中荒井

町3丁目の2行政区が廃止になり、

これまでの中荒井町1丁目・2丁目

のほか、新たに陽明町1丁目1区と

2区をはじめ同2丁目。3丁目●4

丁目の5行政区が誕生しました。

総事業費は11億円

　

この区画整理の対象区域は37．2；！2

で、昭和46年から10ヵ年をかけて完

成しました。

　

総事業費約11億1，000ま万円が投じ

られており、東西に中挾・中野。大

橋線、南北に駅東線の両都市計画街

路があるほか、道路網が縦横に伸び

ています。

　

区域内には北部保育園をはじめ、

大野公共職業安定所・大野郵便局●

食糧事務所大野支所などの公共施設

や、さくら公園や荒井公園等の4つ

の児童公園があり、整然と住宅が建

ち並ぶニュータウンになっています。

北部第二区画整理事業

60年完成を目指しスタート

　

昭和53年度から準備を進めてきた

「北部第二土地区画整理事業」は、

今月ll句に福井県知事から組合設立

の認可を受け、いよいよ事業がスタ

ートします。

　

組合施行は駅家第二土地区画整理

事業に次いで2番目で、本年度中に

仮換地の指定を行う予定ですo

　

区域は右図のように、西方は国道

157号線バイパス、東方は清滝川、

南方は県道南六呂師・大野線、北方

は市道下中野●友江・堂本線に囲ま

れた約20．7以で主に中挾地係です。

　

本格的な事業は56年度から5ヵ年

計画で始められ、総事業費は約6億

8，900万円が見込まれています。

　

幹線道路714に、区画道路4，485

に：をはじめ、2つの児童公園などが

整備されます。

　

土地区画整理事業は、長期的展望

に立って街路・公園・排水路など生

活に必ま要な公共施設を整えるととも

に、計画的に宅地化を進めて安らぎ

のある住みよい町づくりを行うもの

ですoそして、そこに住んでいる人

たちが参加する町づくりであり、現

在住んでいる人たちが事業効果を受

け取れるという特徴をもっています。

　

地元のみなさんのご協力をお願い

しますo



市。詣家庭
励知も兎（し悲ず

　

昭和55年11月末現在の大野市の財政状況をお知らせします。55年度一般会計の当予刀于鼻

は歳入・歳出ともに76億8，266万円でしたが，6・9月の補正額3億7，884万円を加え，

総額は80億6，150万円になり当初予算の4．9％増になっています。さらに収入済は53．3％

支出済は46．4％で一般会計・特別会計とも順調に執行されています。

一般会計予算執行状況

歳入

　

予算額80億6，150万円

　

収入済額42億9，788万円

　

収入率53．3％

歳出

　

予算額80億6．150万円

　

収入済額37億3．754万円

　

支出率46．4％

歳入

単位万円

（）は収入済額

’歳出゛

単位万円

（）は支出済額雪の中、工事が進む勤労青少年ホーム



特別会計予算執行状況

各会計とも上段は歳入、下段は歳出単位＝万円

‥‥一‥‥∴WV♂yf－Zχ♂y♂r：〃‥：？〃

拡幅と仮舗装工事が終わった

三番線（中野地係）

市税

の状

況 単位＝万円

主な建設事業の実施状況
蛍位万円

事業名 事業費 事業名 事業費

有終南小学校（第2期）建設事業 36，136 林道開設事業 8，695

道路改良事業 32，326 林業構造改善事業 8，608

阪谷小学校舎建設事業 25，320 下庄公民館建設事業 6，990

有終南小学校体育館建設事業 18，683 農村婦人の家建設事業 6，782

新農業構造改善事業 13，161 地域農業生産総合振興事業 5，296

道路舗装事業 13，030 下水路整備事業 5，000

都市計画街路事業 12．111 有終南小学校周辺施設整備事業 3，818

勤労青少年ホーム建設事業 11，737 橋りよう改良事業 3，200

野菜広域流通加工施設設置事業 11，632 阪谷幼稚園建設事業 2，642

河川改良事業 10，479 市・県単土地改良事業 2，108

保育所（義景）改築事業 10，369 農業協同組合会館堆設補助 2，000

農道整備事業 10，140 林分改良開発事業 1，775
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市●県民税

j申｜告］をおこ忘れ、な万《

2月2ワ日～3月16日

　

今年も市・県民税の申告時期にな

りました。期限は3月16日（月）で

す。混雑を避けるため、なるべく決

められた日程により申告して下さい。

　

申告用紙は今月20日ごろに区長さ

んを通してお届けします。

　

申告しないと医療費・社会保険料

生命保険料など各種の控除が認めら

れず、不利になります。

　

ただし、①所得税の確定申告をさ

れる人②昭和56年1月1日現在で給

与の支払いを受けており、給与以外

の所得のない人－は申告の必要が

ありません。

〈申告に必要なもの〉⑦申告用紙②

印鑑③家族の生年月日がわかるもの

　

（保険証など）④

55年中に支払われ

た生命保険料の領

収書または証明書

　

（109，000円以

上の場合。以下の

場合は証書等）⑤

保険税●国民年金

心身障害者扶養共

済会掛金・農業者年金等のある人は

その領収書⑥青色専従者・事業専従

者．日雇・勤めたことのある人は源

泉徴収票（恩給・年金を含む）また

は、給与支払い明細書⑦20歳以上の

大学生等を扶養対象とする人は、在

学証明書⑧施設入所者を扶養控除対

象とする人は、施設の住所・施設名

のわかる書類⑨不動産所得（地代・

家賃・年貢）のある人で用紙に記人

しきれない人は、その明細書⑨身体

障害者等の人はその手帳⑩大野市に

住民登録があり、他市町村で課税さ

れている人は、その住所・勤務先が

わかる書類。

市・県民税の申告日程

月・日 場所 月・日 場所

2．27 乾側公民館 3．7 五箇公民館

々 小山公民館 3．9 富田公民館

3．2 庄林公民館 々 市農協富田支所

々 下庄公民館 3．10 阪谷公民館

3．3 4f 々 市農協阪谷支所

々 六呂師公民館 3．11

市役所大会議室

3．4 上庄公民館 3．12

3．5 々 3．13

3．6 中休公民館 3．14

々 中村町据道場 3．16

○時間はいずれも午前9時～午後4時。ただし、3月7・　

14日の土曜日は午前11時まで。

○町内・区ごとの日程の明細は、後日申告書の配布のとき　

回覧でお知らせします。

、
ゆ
l
’
乙鮨・

（営木本（2）

　

木本領家の春日山にある高於磐

座神社は、もとは宝慶寺寄りの上

手にありましたが、清滝川のはん

らんによって村の中まで押し流さ

れ、その後何回かの大火があった

ために、現在の場所に移されたと

もいわれています。10月2日の祭

礼には、若者たちの手で獅子舞い

が行われ、花婿花嫁も登場いたし

ますが、その舞いは豪壮で迫力が

あるそうです。

　

木本の青年たちは、戦前は宝慶

寺境内で行われた盆踊りにわらぞ

うりをはいて出かけ、そこでげた

にはきかえ、夜ふけまで踊り明か

し、寺に泊って帰ったそうです。

　

いわば男女交際の社交場だった

わけです。

　

清滝川のほとりには、万治2年

徳巌慶隆和尚が創立した光徳寺が

あり、領主の崇敬が厚かったそう

です。中村町には村の人たちが観

音さんと呼び親しんでいる観音寺

があります。正面には「尋ねきて

たづなりかたき木の本の花の盛り

も浄土なるらん」という歌が掲げ

てありました。

　

宝慶寺のtこり「1にある神明神社

には、清滝川が大はんらんのとき

川の流れが阿難祖の方に変わらな

いように、神社にある金の軍配を

川の中へ投げ入れて鎮めたという

伝説もありますo村の人たちの恨

強い信仰があちこちで感じられま

した。（T生）

転作目標決まる

昨年の1．5倍に

　

今年の転作目標面積と米の事前売

り渡し限度数量の割り当てが決まり

ました。

　

当市の転作目標面積は720．3以で

昨年（462．8；i＾）の約1．5倍になっ

ています。

　

一方、売り渡し限度数量もうるち

米1，370万超、もち米62万錫の割り

当てになっており、昨年の1，434万

拉と70万超よりいずれも少なくなっ

ています。

　

市では、昨年1年間の水田面積移

動等を参考にし、集落ごとに目標数

をお知らせしています。

　

大変厳しい配分内容となっていま

すが、農家のみなさんには実情をご

理解のうえ、目標達成にご協力をお

願いします。
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お知らt！

◆犬の放し飼いはやめよう

　

最近犬の放し飼いが目立って多く

なっています。

　

人をかんだり、ゴミをあさるなど

の苦情が相次いでいますので、犬は

必ずつないでおくようにして下さい。

◆山ケ鼻古墳の報告書を発刊

　

市教育委員会はこの程、山ヶ鼻古

墳群（牛ヶ原・矢地係）の調査報告

書を発刊しました。

　

B5判65ページに、昭和53年度か

ら2ヵ年にわたって行った、山ヶ鼻

6号墳と5号墳の発掘調査の結果が

詳しくまとめられていますo

　

弥生時代～古墳時代にかけての先

住民の文化を知るうえで貴重な資料

です。また、写真や図表が豊富に使

われており、一般の方にもわかりや

すい編集です。

　

希望者には市教育委員会社会教育

課（6－1111内線229）でお分けし

でいます。1部1，300円で、100部

だけですので、早めにお求め下さい。

◆マイホーム建設に融資

　

住宅金融公庫では、次のとおり個

人住宅新築資金の貸し付けを行って

います。

＜融資限度額〉木造410万円

〈利率〉年5．5％

＜返済期間〉25年以内

＜申し込み〉公庫業務取扱店と表示

　　　　

のある最寄りの金融機関へ

◆教育モニター募集

　

文部省では、文教施策についてみ

なさんから意見や要望などをお聴き

するため、次のとおり56年度教育モ

ニターを募集しています。

＜募集人員〉教育に熱意のある20歳

　　　

以llの方を県ドで9人

〈締め切り〉3月3日（火）

　

申し込み・問い合わせなど、詳し

いことは福井県教育庁総務課（福井

市大手2j‘目9－10電気ビル内電

話0776－21－1155）へどうぞ。

スマイル

　　　

「節分」

雨ワー内、雪ワー外

　　　　　

一雪国の人

親

子で
作ろう

楽し

い

工

作

廓物剰爾で
逗形面ぞび

牛乳パヅクの

　　

変身

〈用意するもの〉

●牛乳・ジュースなどの紙容器

●カヽソター●ビニリレひぷ，

●アルミホイー．jレ●ビニリレテープ．

〈作り方〉・

●ヒニ・トφ牛乳やジュー－スの容？l，は

　

水，＝強＜，糸k．ということざ｀エ・1

　

しやすしヽ材米斗乙゛す

●j赤和紡。ブックエンド

女お風呂の小物入牡乙くず入れ
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今月の納税

固定資産税第4期分

国民年金保険料第4期分

　

28日までに納めて下さい。

風，見鶏

　

昨
年
末
か
ら
年
始
、

さ
ら
に
小
正
月
に
か
け

て
、
白
い
キ
バ
む
き
出

し
の
文
字
ど
お
り
の
白

魔
が
猛
然
と
襲
い
か
か

つ
て
来
た
。
山
林
・
田
畑
を
埋
め
、
道
路
も

屋
根
も
埋
め
て
大
野
は
一
面
の
雪
原
と
化
し

た
▼
市
民
は
連
日
屋
根
雪
下
ろ
し
や
道
路
の

除
雪
に
明
け
暮
れ
た
が
、
非
情
に
降
り
続
く

ド
カ
雪
ま
た
ド
カ
雪
に
、
ク
タ
ク
タ
に
疲
れ

果
て
た
。
「
泳
げ
タ
イ
焼
き
く
ん
」
の
歌
を

も
じ
れ
ば
「
毎
日
毎
日
僕
ら
は
屋
根
の
上
、

雪
に
ま
み
れ
て
イ
ヤ
に
な
っ
ち
ゃ
う
ヨ
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
▼
「
一
二
八
」
並
み
の
こ
の
豪

雪
に
よ
る
被
害
や
二
次
災
害
は
極
め
て
大
き

く
今
後
も
さ
ら
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
だ
が
、
市
民
は
グ
チ
を
こ
ぼ
し
な
が

ら
も
、
ね
ば
り
強
く
た
く
ま
し
く
こ
の
自
然

の
猛
威
に
敢
然
と
立
ち
向
か
っ
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
苦
労
は
も
ち
ろ
ん
な
が
ら
、
自

衛
隊
員
の
心
を
こ
め
て
の
救
援
活
動
に
も
深

謝
の
念
を
捧
げ
た
い
▼
き
ょ
う
（
執
筆
時
）

か
ら
大
寒
、
青
空
の
広
が
る
穏
や
か
な
天
気

に
恵
ま
れ
ホ
ッ
と
す
る
。
願
わ
く
ば
雪
も
こ

の
状
態
で
落
ち
着
い
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
だ

が
ま
だ
ま
だ
油
断
は
出
来
な
い
▼
人
間
は
疲

労
が
重
な
る
と
気
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る
。

モ
ラ
ル
が
乱
れ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
。

生
意
気
な
言
い
よ
う
だ
が
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態

に
陥
れ
ば
陥
る
程
、
お
互
い
の
話
し
合
い
と

協
力
が
必
要
で
あ
る
▼
そ
れ
に
し
て
も
「
大

野
は
雪
さ
え
な
け
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
を
シ

ミ
ジ
ミ
感
じ
さ
せ
る
雪
で
あ
る
。
で
も
「
春

に
は
雪
は
す
っ
か
り
消
え
去
っ
て
け
ん
か
だ

け
が
残
る
」
こ
と
の
な
い
よ
う
、
む
つ
み
合

っ
て
が
ん
ば
り
抜
こ
う
。
（
D
生
）

発
行
福
井
県
大
野
巾
編
集
秘
書
広
報
課

（
電
話
⑥
1
1
1
1
）
印
刷
㈱
松
浦
印
刷
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